
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１８日 

学校名 福井市足羽小学校     

校長氏名  小杉 真一郎     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①足羽地区の環境・地球の環境について学習します。 

②水や電気などの資源を大切にします。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。   

２ 取組内容 

①環境学習 

  ・総合的な学習や理科、家庭科の授業を中心に、地区の実態を把握し環境に優しい活

動を考える。（４～６年） 

  ・中学校区合同の清掃活動への参加（４年）、学校周辺のゴミ拾いや草取り、落ち葉拾

いを行う。（全校） 

 ②節電・節水の取組 

  ・照明をこまめに消す。（全校・職員） 

  ・無駄な印刷物をなくす、反古紙を利用する等一人一人が心がける。（教職員） 

  ・委員会による点検・呼びかけ活動を継続する。（５・６年） 

 ③ごみ減量・リサイクルについて 

  ・地域のごみ分別ルールに従って分別する。（全校・教職員） 

 ・牛乳パックリサイクルなど学年・学級でできることを決めて実践する。（全校） 

   ・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携して実施する。（教職員・PTA・全校） 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ③では、資源の有限性やリサイクルの大切さについて、学年に合わせた学習を行い、

自分達にできることを考える。それを学年または学級で継続することで、協力して行う

ことの大切さを知る。（有限性・協力） 



 

様式第２号                                                  （提出日）令和３年２月１２日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

足羽小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 足羽地区の環境・地球の環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切にします。 

③ ごみを減らし,リサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

① 学校・地域の環境学習について 

 ・学校周辺のごみ拾い・落ち葉はきを行いました。（全校） 

・家庭科では、効率的なエネルギーの利用の仕方を学習し、学校生活や長期休み等に、ク

ーラーの設定温度や窓の開閉をすることや植物の利用等の実践を促しました。（５・６

年） 

② 節電・節水の取組 

 ・低学年では、バケツに組んでおいた水をペットボトルに入れて花の水やりを行い、節水

に心がけました。 

 ・学級の係活動として、教室を空ける場合には電気を消すことや、はみがき・手洗い時に

水を出しっぱなしにしない等児童一人一人が気をつけています。委員会活動でも呼びか

けをしています。 

③ ごみを減らす取組 

・地域のごみ分別ルールに従って分別しています。習字等の書き汚しや 

残ったプリントは資源ごみとし、牛乳パックはコロナ禍のもと、人と 

接触しないように気をつけてたたみ、燃えるごみとしました。職員も 

反古紙を積極的に利用しています。（全校・職員） 

 ・生活科では、廃材を利用したおもちゃ作りをし、有効活用しました。 

 ・コロナ禍のもと、古紙や段ボール、空き缶の回収を年２回行ない有限 

  ごみとしました。（PTA） 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ③のごみを減らす取組では、分別は勿論、資源ごみも無駄なく使うことを各学年で指導し 

資源を大切に使うことの意識づけをしました。（有限性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

②係や委員会活動として長年位置づけていることで、節電・節水の取組が自然に身に

ついてきていると感じます。 

③低学年のうちから学習で使う物を大事にすることや再利用することの意識づけを行

うことで、高学年にもつながっています。 

【改善点】 

 

 



 

 

・今年度は積極的な取組があまりできなかったので、学年や学校全体で、ごみの削減

やエネルギーの使い方について考えていきたいです。 


